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音声・言語・そしゃく機能障害
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音声・言語機能の障害

（注意事項）

※「現症」については、個別の所見欄に該当する項目（別様式「聴覚・平衡・音声・言

　語又はそしゃくの機能障害の状況及び所見」の「３「音声・言語機能障害」の状態及

　び所見」）がある場合にはこの欄の記載を省略してよい。この場合、所見欄には現症

　について詳細に記載することが望ましい。

※障害固定又は障害確定（推定）年月日は必ず記載すること。
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表１　障害等級と日常生活におけるコミュニケーション活動（場とレベル）の具体的状況例

知り合いに電話をかけて用件を伝えること

ができる（通じる）
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　「b 咬合異常の程度」及び「c そしゃく機能」については、以下の点から観察する。
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